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　　　　　　　Figure＿2国項目の布置
INDSCALモデルによるノンパラメトリックMDS（第1軸×第2軸）
　3．全体的考察と今後の課題
　本研究では、カードソート法を用いて探索的に自己カテゴリー次元の抽出を試
みた。職業項目、国項目を用いて実験を行ったところ、両課題共通して自分との
距離がカテゴリー化の基準になっていることが示された。加えて、職業イメージ
や外国イメージに関する既存研究とは異なる判断次元も示された。また、国カー
ドの分類では「日本」がカテゴリー化の基準になっていたが、「私」カードはヨ
ーロッパの国々と日本の間に位置していた。国を分類する際には、日本人という
社会的アイデンティティの他に、個人的アイデンティティも同時に活性化してい
たものと考えられる。これらの結果から、カテゴリー収集が自己過程と結びっけ
て行われる際には、自己と対象を切り離してカテゴリー化する場合とは異なる情
報処理過程が生じている可能性が示唆された。ただし本実験の参加者は数が少な
く、そのために既存研究で抽出された次元が再現されなかった可能性もある。ま
た、分類カードにどのような項目が投入されるかによっても、判断次元が変化す
ることは考えられる。本研究の知見を確認するためには、さらに回答者を増やし、
回答者の属性や項目内容を変化させて結果を再検討することが必要である。
　さらに、中村（2002）が今後必要と指摘した、選択されなかった要素の問題や、
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選択された要素と選択されなかった要素との違いについては本研究では明らかに
はなっていない。カード分類法では、実験参加者に自分の分類したカード群を見
ながら、面接を行うことも可能である。どのような基準で自他を区別したのか、
各群はそれぞれどこが違うのかを説明してもらう中から、カテゴリー化次元を抽
出することも有効であろう。今後は様々な手法をとりいれて、自己カテゴリーの
収集と整理の段階にっいてさらに深く検討していくことが求められる。
　注
1）Okarnoto　et　aL（1999）では、第1に提出されたカード群の意味合いを研究者側が把
　握しやすくなること、第2に被験者に価値観を含んだ分類を促すことを意図し、情動カ
　ードを分類項目に含めている。なお理論的背景や手続きの詳細、研究事例、手法の妥当
　性に関する考察についてはOkamoto　et　al．（1999）で報告されているが、論文としては
　未発表である。
2）Okamoto　et　al，（1999）ではPlutchick（1980）をもとに情動項目を作成しているが、
　本研究では外集団や内集団に対して抱かれる典型的な情動も回答者にカテゴリー次元を
　活性化させるのに有効と考え、項目を追加した。
3）「もしグループにぴったりする感情がない場合には、何も書かれていないピンクのカ
　ードに自由に言葉を書いて使用してください」と教示した。複数の回答者が、自分独自
　の感情語を記入して使用したが、これらの項目については分析の対象外とした。
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